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高高周周波波ググロローー放放電電発発光光分分光光分分析析装装置置（（GGDDSSままたたははGGDD--OOEESS））をを用用いいたた
色色調調のの異異ななるるTTii--NN--CC皮皮膜膜のの深深ささ方方向向分分析析

装装 置置 ：： GGDD--PPrrooffiilleerr  22  （（堀堀場場製製作作所所製製））
測測 定定 範範 囲囲 ：： 直直径径44mmmm
測測 定定 元元 素素 ：： TTii（（チチタタンン））、、NN（（窒窒素素））、、CC（（炭炭素素））、、FFee（（鉄鉄））のの44元元素素同同時時測測定定
デデーータタ解解析析 ：： 検検量量線線をを作作成成しし、、各各元元素素のの発発光光強強度度をを濃濃度度にに、、測測定定時時間間をを深深ささにに換換算算

ググロローー放放電電発発光光分分光光分分析析 ((GGDDSSままたたははGGDD--OOEESS))＊＊でではは、、複複数数元元素素のの深深ささ方方向向分分布布（（ププロロフファァイイルル））
がが迅迅速速にに得得らられれまますす。。ここのの特特長長をを活活かかしし、、各各種種TTii--NN--CC皮皮膜膜のの色色調調差差発発現現のの要要因因ににつついいてて、、元元素素濃濃
度度おおよよびび厚厚みみをを分分析析しし､､比比較較調調査査ししたた事事例例ををごご紹紹介介ししまますす。。

色色調調のの異異ななるるTTii--NN--CC皮皮膜膜 44種種 ［［ ①①青青紫紫色色 ②②赤赤紫紫色色 ③③オオレレンンジジ色色 ④④黄黄色色 ］］

３３．． 分分析析方方法法

* GDSまたはGD-OES ： Glow Discharge Optical Emission Spectrometryの略。
分析原理につきましては、弊社HP内「グロー放電発光分析装置 (GD-OES)」をご参照ください。

１１．． 概概 要要

４４．． 結結果果おおよよびび所所見見
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②②赤赤紫紫色色 ④④黄黄色色

ププロロフファァイイルルをを見見るるとと表表面面かかららTTii、、NNおおよよびびCCがが検検出出さされれてておおりり、、深深いい領領域域でではは基基材材ののFFeeがが検検出出ささ
れれてていいまますす。。

①①青青紫紫色色とと②②赤赤紫紫色色をを比比較較すするるとと、、皮皮膜膜中中ののTTii、、NNおおよよびびCCのの元元素素濃濃度度比比がが類類似似しし、、厚厚みみがが異異ななっっ
てていいるるたためめ、、色色調調のの違違いいはは皮皮膜膜厚厚みみのの違違いいにによよるるももののででああるるとと推推察察さされれまますす。。

一一方方、、③③オオレレンンジジ色色とと④④黄黄色色をを比比較較すするるとと、、皮皮膜膜厚厚みみはは同同程程度度でで、、皮皮膜膜中中のの元元素素濃濃度度比比がが異異ななっっ
てていいるるたためめ、、色色調調のの違違いいはは元元素素濃濃度度比比のの違違いいにによよるるももののででああるるとと推推察察さされれまますす。。

ここののよよううにに、、色色調調差差発発現現ににははいいくくつつかかのの要要因因がが考考ええらられれ、、GGDDSSをを用用いいたた分分析析でで、、そそれれららをを明明ららかかにに
すするるここととがが可可能能ととななりりまますす。。

２２．． 試試 料料

（ □120mm×2mm厚のFe板上に成膜 ）
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